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【担当課：町民生活課】 

【回答要旨】 

現在、ごみ集積所は、行政区等からの設置申請に基づき設置され、管理・

運用については、行政区長や地区環境美化推進員にご協力をいただき、各

行政区へお願いしている状況となっております。 

  ごみ集積所の現状については、ごみが散乱している、不法投棄がなされ

ているといった、適正に使用されていないという報告と同様に、地区外の

方がごみを捨てていくという報告も、寄せられております。 

その際には、行政区長などに、注意喚起の看板やポスターをお配りし、

掲示をお願いしております。 

また、ごみの散乱がひどい集積所や不法投棄が多い集積所などを監視し、

その抑止を目的として、大河原町環境衛生組合にて、監視カメラ等を購入

し、要望のある行政区へ貸出を行っておりますので、ご活用をお願いいた

します。 

併せて、ごみ集積所を利用する地域住民の適正な使用のご協力をお願い

するとともに、町としましても、引き続き、町広報紙やホームページなど

を活用し、ごみ出しルールの周知・啓発に取り組み、ルール違反のごみの

発生抑制に努めてまいりますので、ご協力をお願いいたします。 

 

【担当課：福祉課】 

要 望 事 項 １．ごみ集積所について 

ごみ集積所はそれぞれの行政区で管理しているけれども、地区外の人が捨ててい

て、それが分別されていない。その抑止のためにもごみ集積所周辺に防犯カメラの設

置を望む。 

要 望 事 項 ２ ． 町営の老人ホーム施設整備について 

 町内に有料の老人ホームは多くできているが、年金（国民年金）しか貰っていない

場合は入所が困難である。低額で入れるよう町での老人ホーム整備を望む。 
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【回答要旨】                             

特別養護老人ホームをはじめとする介護保険施設等の整備及び介護サ

ービスの提供につきましては、介護保険給付の円滑な実施を確保するため

に、介護保険事業の基本的な運営方針「介護保険事業計画」を市町村ごと

に策定し、その指針に基づき介護保険事業を運営しております。 

現在は第９期介護保険事業計画（令和６～令和８年度）に基づき運営し

ておりますが、介護保険施設等の整備の予定はないものでございます。 

また、町単独での整備運営は、費用対効果の観点から、非常に難しいも

のと捉えております。 

なお、社会福祉法人等による事業所誘致を含めた施設整備につきまして

は、今後の第 10 期計画（令和９～令和 11 年度）策定の中で、高齢者人口

の動向や、要介護者の人数、介護サービスの利用に関する意向調査等を実

施し、介護サービスのニーズの把握、分析をした上で、総合的に判断して

いきたいと考えております。 

 

【担当課：地域整備課】 

【回答要旨】  

本件につきましては、以前に中島町区長から要望があり、交通管理者であ

る大河原警察署と現地立会を行いました。その結果、「歩行者の利用状況か

ら JR 大河原駅に向かって交差点の左側に横断歩道を設置することは可能と

考えるが、その為には、道路管理者である町でサンエム電気株式会社側へ歩

車道境界ブロックを設置した歩道の整備が必要」との回答をいただいており

ます。 

町では、歩車道境界ブロックを設置した歩道の整備を検討し、現在、隣接

要 望 事 項 ３ ．大河原駅東口交差点への横断歩道設置について 

 小学生が通学で大河原駅跨線橋を使っている。駅東口交差点（明治安田生命前）が

通学路となっているが、車が多く危ない箇所である。横断歩道の設置を求める。 
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者と車の乗入れ位置等の協議を行っております。協議が整えば、具体的に歩 

道整備を計画し、歩道整備が出来次第、あらためて大河原警察署に横断歩

道の設置を要望してまいります。 

 

【担当課：地域整備課】 

【回答要旨】 

白石川及び荒川河川敷の草刈りは、河川管理者である宮城県から町が業務

委託を受け、白石川の約 5.4ｋｍの両岸と荒川の約 1.6ｋｍの右岸を、毎年

５月初旬から 11 月下旬の期間でシルバー人材センターに業務委託して実施

しているところです。 

実施範囲が広範囲となることから、花粉飛散前に全体を刈ることは難しい

状況となっておりますが、区域を分割し順番に実施しておりますのでご理解

をお願いいたします。 

また、シルバー人材センターで使用しているラジコン草刈機は、同センタ

ーで所有している機械であり、町では河川敷の草刈りに貸し出しする機械は

所有しておりませんのでご了承願います。 

なお、行政区や河川愛護団体等で河川の草刈りをしていただける方がいれ

ば、その範囲や実施方法について検討いたしますのでご相談ください。 

 

 

 

要 望 事 項 ４ ．河川敷の草刈りについて 

・  土手の草刈の時期だが、花粉飛散前に刈っていただければ、花粉が楽になるんで

はないか。草刈の時期の検討を求める。 

・   土手の草刈で、例えば柴田町との境の部分に差が出ている。町では無人草刈機を

活用して実施（シルバー人材センター）していると思うが、その他にも草刈をやり

たいところには貸出できるような検討をお願いしたい。 
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【担当課：地域整備課】 

【回答要旨】  

本町は、昭和 30 年から 50 年代初めの区画整理で整備された住宅地が多

く、その時に整備された道路は、大部分が蓋のない側溝となっています。 

側溝の有蓋化につきましては、利用状況等により小中学校の主要通学路や

JR 大河原駅周辺、道路冠水が日常的になっている箇所から、順次、改修を行

っているところです。 

また、今後の雨水整備計画につきましては、今年度から整備に着手した稗

田地区に続き上川原地区の整備を進める予定としております。この計画にあ

わせて、幹線排水路に接続する側溝の改修計画（有蓋化）を検討しているも

のです。 

引き続き、町全体の状況把握に努めながら計画を立て、整備を進めてまい

ります。 

 

【担当課：上下水道課】 

【回答要旨】  

現在、住吉町を含む東部地区の雨水整備事業を実施しており、昨年、柴田

要 望 事 項 ５ ．側溝の有蓋化について 

 西桜公園の周辺では、公園の木々の落ち葉が側溝に入り水が溢れる。町の雨水・側

溝の整備計画を明らかにしてほしい。西桜集会所周辺の整備計画はどうなっているの

か。側溝の有蓋化を求める。側溝があるために、障がいのある方（痴呆症、徘徊）が

落下した事故が発生している。 

要 望 事 項 ６ ．雨水の排水能力について 

・  町の状況が変化しており、雨水の排水能力が不足している。避難路が冠水する。

（字住吉町 7 番地周辺）町で把握しているのか。 

・   雨水溝の能力は現在の雨量に対して無力。上下水道課でも検討していると思う

が、実際に現在の雨水溝では能力が不足している。 
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町と共同で西住地区に整備を進めていた雨水調整池が完成し、今年度より稗

田地区にも、新たな雨水調整池の整備を進めているところです。これらの調

整池は、大雨の際に雨水を一時的に貯留する事で、鷺沼排水路に流れ込む雨

水量を抑え、鷺沼排水路の水位を下げる効果が見込まれており、住吉町周辺

の排水路についても、下流の鷺沼排水路を経由して白石川へと流れて行くこ

とから、鷺沼排水路の水位が下がり流れが良くなることで排水能力も向上し、

浸水が軽減されるものと考えております。                                  

 今後の雨水整備計画としては、稗田地区の整備に続き上川原地区の整備

を進める予定です。雨水整備には多額の費用と河川協議に多くの時間を要

しますので、引き続き大河原町全体の雨水整備についてはしっかりと計画

を立て、整備を進めてまいりたいと思います。 

 

【商工観光課】 

【回答要旨】 

町のイベントの周知等に関する広報活動につきましては、広報紙やおしら

せばんのほか、マスメディアやＳＮＳによる広報活動の効果の大きさを認識

しており、現在その活用を行っているところでございます。 

主な内容といたしましては、県内の報道機関（記者クラブ等）に情報提供

を行い、イベントの告知や取材等に応じているほか、テレビやラジオの情報

番組において、本町の観光物産ＰＲキャラクター「さくらっきー」の出演や、

職員が「さくらっきー」の被り物を活用した印象的な周知活動も行っている

ところでございます。 

併せて、ＬＩＮＥやＩｎｓｔａｇｒａｍを活用したイベント周知を行って

要 望 事 項 ７ ．町のイベントの周知について 

 他の町では、役場の職員等がＰＲ戦隊という形で、いろいろなコスプレをしたりし

てテレビでＰＲ活動を行っているが、大河原町では、広報誌やおしらせばん、ホーム

ページしかないのでこういった広報活動をしてはどうか。 
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いるところでもありますので、今後も積極的にマスメディアやＳＮＳ等を通

じた、より効果的なＰＲ手法にも取り組みながら、本町の情報発信の強化に

努めてまいります。 


